
〇近畿地方整備局管内では、水害から地域を守るため、水防団と連携を図りながら防災・減災に取り組んで
います。

〇近年、水防団員の減少・高齢化による地域防災力の低下が懸念されていることを踏まえ、近畿地方整備
局管内で組織されている水防事務組合の水防団と意見交換を行いました。

〇会議では、水防団員確保に関する水防団員が抱える課題や行政に求める支援などの意見を伺いました。

【問い合わせ先】
国土交通省 近畿地方整備局 河川部 水災害予報センター
〒540-8586 大阪市中央区大手前3-1-41 大手前合同庁舎 TEL 06-6944-8853（直通）

水防団員と意見交換会を実施しました！！
－近畿地方整備局－

R6.1.28

■ 日 時：令和６年１月２８日（日） 13:00～15:00（120分）
■ 方 式：対面によるワークショップ方式
■ 会 場：近畿地方整備局 大手前合同庁舎 1階 共用会議室
■ 参  加：水防団員            11名

 水防事務組合職員 ６ 名
 整備局職員  ６ 名

■ 内 容：【話題提供】  全国の水防団及び水防活動の現状
 【意見交換】 テーマ１：水防団員確保に関する水防団の抱える課題

            テーマ２：水防団員確保に関する行政に求める支援内容

概要

【主な意見】
・水防団員募集の広報展開も重要であるが、水防団そのものの認知度を向上させることが必要だと思う。
・作業着などをかっこいいものに変わることで、見た目もよくなり、水防団に入ってみたいと思う人も増えると感じる。
・団員確保には、手当の拡充も重要なことである。
・訓練を年に数回実施しているが、若手団員が意見を出せる機会が少ないため、若手団員の意見をまとめ、事
務組合全体に展開できるような「若手会」といった集まりがあると良いのではないか。
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